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ンの併用は困難であるため、[11C]L-703,717 の水酸基をアセチル基で保護した

Acetyl-[11C]L-703,717 を開発した。Acetyl-[11C]L-703,717 は高い脳移行性を示す

と共に脳内で速やかに[11C]L-703,717 に変換されることから、[11C]L-703,717 の有

効なプロドラッグとして利用可能であることが判明した。さらに動物を用いた in

vivo での評価を行ったところ[11C]L-703,717 は小脳特異的に集積すること、しかも

この集積は小脳に存在するNMDA受容体のサブタイプであるNR2C/NR1ヘテロマ

ーへの結合であることがノックアウトマウスを用いた実験により明らかとなった。

興味あることに、このサブタイプ特異性は in vivo でのみ観察される現象であり、

その原因究明がなされれば小脳における NMDA 受容体の機能研究に新たな知見が

得られるものと期待される。

（２）受容体サブユニット選択的な PET リガンドの開発

NMDA 受容体サブユニットである NR2B に選択的な PET リガンドを開発する目

的で、CP-101,606 を基本骨格に持つ C-11 標識誘導体の分子設計と標識前駆物質の

合成に成功した。これにより今後の C-11 標識体の合成並びに動物評価が可能にな

った。

（３）NMDA オープンチャンネル選択的リガンドの開発




